
JP 2010-284346 A 2010.12.24

10

(57)【要約】
【課題】コネクタ部の側壁に配置された外部配管接続口
金に外部配管が繰り返し着脱されても、外部配管口金が
、ガタつき等が発生することなく確実に組み付けられた
状態を維持することができる内視鏡の口金取付構造を提
供すること。
【解決手段】口金取付座１３の外表面に段差部１３ａが
形成され、固定台１７に、弾性変形したあと元の状態に
戻ることにより段差部１３ａに係合して口金取付座１３
の軸線方向移動を阻止する弾力爪２１と、弾力爪２１に
より軸線方向移動が阻止された口金取付座１３の軸線周
り方向の回転動作を阻止する回転阻止部１３ｃとが形成
され、それによって口金取付座１３が固定台１７に固定
されている。
【選択図】　　　図１



(2) JP 2010-284346 A 2010.12.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源装置に接続されるコネクタ部の側壁に口金配置孔が形成され、
　内部配管の端部に取り付けられた口金取付座が、上記口金配置孔の内側に面して上記コ
ネクタ部内に配置されて、上記コネクタ部内に固定的に配置された固定台に上記口金取付
座が固定され、
　外部配管を接続するための外部配管接続口金が、上記口金配置孔に外側から差し込まれ
て上記口金取付座に接続固定された構成を有する内視鏡の口金取付構造において、
　上記口金取付座の外表面に段差部が形成され、
　上記固定台に、弾性変形したあと元の状態に戻ることにより上記段差部に係合して上記
口金取付座の軸線方向移動を阻止する弾力爪と、上記弾力爪により軸線方向移動が阻止さ
れた上記口金取付座の軸線周り方向の回転動作を阻止する回転阻止部とが形成され、それ
によって上記口金取付座が上記固定台に固定されていることを特徴とする内視鏡の口金取
付構造。
【請求項２】
　上記固定台に、上記口金取付座が嵌め込まれる取付座嵌込孔が貫通形成されていて、上
記弾力爪が上記取付座嵌込孔の内周部に形成されている請求項１記載の内視鏡の口金取付
構造。
【請求項３】
　上記段差部が、上記弾力爪の幅に対応する幅で上記口金取付座の外表面に凹んで形成さ
れた凹部の壁面で形成されていて、上記弾力爪が上記凹部内に嵌まることによって、上記
固定台に対する上記口金取付座の軸線周り方向の回転が阻止される請求項１又は２記載の
内視鏡の口金取付構造。
【請求項４】
　上記口金配置孔内に位置して上記コネクタ部外に通じる各部材間の隙間に、シール用の
Ｏリングが装着されている請求項１、２又は３記載の内視鏡の口金取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の口金取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　胃腸等のような消化管内を観察するために用いられる内視鏡は一般に、吸引や送気送水
等を行うことができるように構成されている。そのような内視鏡では、吸引チューブ等の
ような外部配管を、内視鏡内に組み込まれている内部配管に接続する必要がある。
【０００３】
　そこで一般に、吸引チューブ等のような外部配管を接続するための外部配管接続口金が
、コネクタ部の側壁に突出して配置されている。コネクタ部は光源装置に接続されるもの
であり、その位置に吸引チューブ等が接続されていても、内視鏡操作の邪魔にならないか
らである。
【０００４】
　そのようなコネクタ部の側壁には、外部配管接続口金を配置するための口金配置孔が形
成されており、内部配管の端部に取り付けられた口金取付座が、口金配置孔の内側に面し
てコネクタ部内に配置されている。
【０００５】
　口金取付座は、コネクタ部内に固定的に配置された固定台に固定されていて、外部配管
接続口金が、口金配置孔に外側から差し込まれて口金取付座に接続固定された構成になっ
ている（例えば、特許文献１）。
【０００６】
　図６は、上述のような従来の内視鏡の口金取付構造を示しており、口金取付座９１が固
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定台９２に小ねじ９９でビス止め固定されている。９０はコネクタ部の側壁、９３は、外
部配管接続口金である吸引口金、９４は口金配置孔である。
【０００７】
　口金配置孔９４内において口金取付座９１と接続されている吸引口金９３は、口金取付
座９１と螺合する押さえナット９５で押圧固定されている。また、内視鏡検査後の洗浄消
毒の際に口金配置孔９４からコネクタ部９０内に洗浄液等が浸入しないように、各部材が
隣接する部分にはシール用のＯリング９６が装着されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１１－１０４０７３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　吸引口金９３には、図６に示されていない吸引チューブが検査の度に着脱される。その
ため、吸引口金９３には捩じりや引っ張りなどの複雑な力が不規則に繰り返し作用し、そ
の力が口金取付座９１と固定台９２とのビス止め固定部にまで作用する。また、ビス止め
固定部には、内視鏡検査後の洗浄処理や運搬の際等にも不規則な衝撃が作用する場合があ
る。
【００１０】
　そのため、ビス止めをしている小ねじ９９が徐々に緩んで、口金取付座９１が固定台９
２に対しガタついた状態になる場合がある。しかしながら、その変化は極めて分かり難い
ものである。
【００１１】
　その結果、内視鏡の整備や修理の際等に、吸引口金９３が一旦取り外された後に再び取
り付けられると、図７に例示されるように、押さえナット９５が十分に締め付けられない
状態のまま組み付けられる場合がある。すると、Ｏリング９６によるシール性が保たれな
い状態になり、その後の洗浄消毒の際等にコネクタ部９０内への漏水事故を起こすおそれ
が生じる。
【００１２】
　本発明は、コネクタ部の側壁に配置された外部配管接続口金に外部配管が繰り返し着脱
されても、外部配管接続口金が、ガタつき等が発生することなく確実に組み付けられた状
態を維持することができる内視鏡の口金取付構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の口金取付構造は、光源装置に接続される
コネクタ部の側壁に口金配置孔が形成され、内部配管の端部に取り付けられた口金取付座
が、口金配置孔の内側に面してコネクタ部内に配置されて、コネクタ部内に固定的に配置
された固定台に上記口金取付座が固定され、外部配管を接続するための外部配管接続口金
が、口金配置孔に外側から差し込まれて口金取付座に接続固定された構成を有する内視鏡
の口金取付構造において、口金取付座の外表面に段差部が形成され、固定台に、弾性変形
したあと元の状態に戻ることにより段差部に係合して口金取付座の軸線方向移動を阻止す
る弾力爪と、弾力爪により軸線方向移動が阻止された口金取付座の軸線周り方向の回転動
作を阻止する回転阻止部とが形成され、それによって口金取付座が固定台に固定されてい
るものである。
【００１４】
　なお、固定台に、口金取付座が嵌め込まれる取付座嵌込孔が貫通形成されていて、弾力
爪が取付座嵌込孔の内周部に形成されていてもよく、段差部が、弾力爪の幅に対応する幅
で口金取付座の外表面に凹んで形成された凹部の壁面で形成されていて、弾力爪が凹部内
に嵌まることによって、固定台に対する口金取付座の軸線周り方向の回転が阻止されてい
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てもよい。
【００１５】
　また、口金配置孔内に位置してコネクタ部外に通じる各部材間の隙間に、シール用のＯ
リングが装着されていてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、コネクタ内に配置された固定台に、弾性変形したあと元の状態に戻る
ことにより段差部に係合して口金取付座の軸線方向移動を阻止する弾力爪と、弾力爪によ
り軸線方向移動が阻止された口金取付座の軸線周り方向の回転動作を阻止する回転阻止部
とが形成され、それによって口金取付座が固定台に固定されていることにより、コネクタ
部の側壁に配置された外部配管接続口金に外部配管が繰り返し着脱されても、外部配管接
続口金が、ガタつき等が発生することなく確実に組み付けられた状態を維持することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の口金取付構造の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の口金取付構造の部分分解斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の口金取付構造の図１におけるIII－III断面
図である。
【図４】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の全体構成を示す外観図である。
【図５】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の口金取付構造の部分分解斜視図である。
【図６】従来の内視鏡の口金取付構造の側面断面図である。
【図７】従来の内視鏡の口金取付構造の不具合発生状態の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図４は内視鏡の全体構成を示しており、可撓性の挿入部１の基端に操作部２が連結され
ている。
【００１９】
　操作部２から延出する可撓性連結管３の先端には、図示されていない内視鏡用光源装置
（兼ビデオプロセッサ）に接続されるコネクタ部４が設けられている。５は、照明用ライ
トガイドの入射端部が内挿配置されたライトガイドコネクタロッド、６は、映像信号等の
ための電気的コネクタである。
【００２０】
　コネクタ部４の側壁４Ａには、図示されていない吸引チューブや送水チューブ等のよう
な外部配管を接続するための外部配管接続口金（吸引口金７、送水口金８）が側方に向け
て突出配置されている。
【００２１】
　図１は、吸引口金７と送水口金８の部分を示している。１１と１２は、コネクタ部４内
から前述の可撓性連結管３内を通って操作部２内まで配置された内部配管（吸引用内部配
管１１、送水用内部配管１２）である。
【００２２】
　吸引用内部配管１１の端部には吸引用接続パイプ１１Ａを介して吸引口金取付座１３が
接続固着され、送水用内部配管１２の端部には送水用接続パイプ１２Ａを介して送水口金
取付座１４が接続固着されている。
【００２３】
　コネクタ部４の側壁４Ａには、吸引口金配置孔１５と送水口金配置孔１６とが１８０°
相違する向きに穿設されていて、コネクタ部４内において、吸引口金取付座１３が吸引口
金配置孔１５の内側に面して配置され、送水口金取付座１４が送水口金配置孔１６の内側
に面して配置されている。
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【００２４】
　吸引口金取付座１３と送水口金取付座１４は、コネクタ部４内に配置された固定台１７
，１８に個別に固定されている。固定台１７，１８は、コネクタ部４内に固定的に配置さ
れた電気絶縁性のプラスチック製の基板１０に一体的に設けられることにより、コネクタ
部４内に固定的に配置された状態になっている。
【００２５】
　なお、固定台１７，１８は、基板１０と一体成形で形成してもよく、或いは基板１０に
対して別部品を強固に固定したものであってもよい。固定台１７，１８に対する吸引口金
取付座１３と送水口金取付座１４の取り付け構造についての詳細は後述する。
【００２６】
　吸引口金７は、吸引口金配置孔１５の軸線位置に、外周部に隙間をあけた状態に外側か
ら緩く差し込まれて、コネクタ部４内に位置する吸引口金取付座１３に嵌挿接続されてい
る。その構成については、分解斜視図である図２も参照して説明する。
【００２７】
　基端側が吸引口金取付座１３に嵌挿接続された吸引口金７は、押さえナット１９によっ
て吸引口金取付座１３に押圧固定されている。押さえナット１９は、吸引口金７の外周を
囲む状態に吸引口金配置孔１５内に差し込まれて、吸引口金取付座１３の端部外周に形成
された雌ねじ部１３ｓにきつく螺合し、それによって吸引口金７が吸引口金取付座１３に
押圧固定されている。図１に示されるように、吸引口金配置孔１５内に位置してコネクタ
部４外に通じる各部材間の隙間には、シール用のＯリング２０が装着されている。
【００２８】
　吸引口金取付座１３を固定台１７に固定するために、吸引口金取付座１３の外表面には
段差部１３ａが形成され、その段差部１３ａに係合する弾力爪２１が固定台１７に形成さ
れている。
【００２９】
　弾性変形可能に形成された弾力爪２１は、吸引口金取付座１３の外周面に摺接されるこ
とにより弾性変形したあと、元の状態に戻ることにより吸引口金取付座１３の段差部１３
ａに係合して、吸引口金取付座１３の軸線方向移動を阻止するものである。
【００３０】
　固定台１７には、吸引口金取付座１３が嵌め込まれる取付座嵌込孔２２が貫通形成され
ていて、取付座嵌込孔２２の内周部に弾力爪２１が形成されている。なお、この実施例で
は弾力爪２１が取付座嵌込孔２２の内周の３ヵ所に１２０°間隔で形成されているが、本
発明はそれに限定されるものではない。
【００３１】
　各弾力爪２１は、先端の爪部が取付座嵌込孔２２の内周より内側（径方向において内側
）に位置するように固定台１７から片持ち状態に延出形成されており、取付座嵌込孔２２
の内側から外側（径方向の外側）に押されると外方に退避する状態に弾性変形し、作用す
る外力がなくなると自己の弾性により元の位置に戻る。
【００３２】
　図１、２及び図１におけるIII－III断面を図示する図３にも示されるように、吸引口金
取付座１３の外表面には、弾力爪２１の先端爪部が嵌まり込むことができる凹部１３ｃ（
回転阻止部）が、弾力爪２１の位置に合わせて、各弾力爪２１の幅に対応する幅（即ち、
弾力爪２１より僅かに広い幅）で凹んで形成されていて、段差部１３ａは凹部１３ｃの一
壁面で形成されている。
【００３３】
　そのような内視鏡の口金取付構造の組立工程においては、まず固定台１７の取付座嵌込
孔２２に、吸引口金取付座１３をコネクタ部４の内部側から差し込む。すると、吸引口金
取付座１３が、弾力爪２１を外側に退避させるように弾性変形させながら取付座嵌込孔２
２内を進む。
【００３４】
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　そして、固定台１７に形成されている弾力爪２１が吸引口金取付座１３の凹部１３ｃに
嵌まると、その弾力爪２１が自己の弾性により元の弾性変形していない状態に戻って段差
部１３ａに係合し、固定台１７に対する吸引口金取付座１３の軸線方向移動が阻止された
状態になる。なお、吸引口金取付座１３の内端部１３ｂは、取付座嵌込孔２２内に潜り込
まないように径の大きな鍔状に形成されている。
【００３５】
　また、そのようにして弾力爪２１により軸線方向移動が阻止された吸引口金取付座１３
は、弾力爪２１が凹部１３ｃに嵌まることにより、固定台１７に対する軸線周り方向の回
転も阻止された状態になる。
【００３６】
　このようにして吸引口金取付座１３は、固定台１７に対しビス止め等をすることなく安
定した状態に固定されて、その吸引口金取付座１３に対し吸引口金７が外側から取り付け
られる。
【００３７】
　その結果、内視鏡検査の準備の際等に吸引口金７に複雑な力が繰り返し作用したり衝撃
等が作用したりしても、固定台１７に対する吸引口金取付座１３の組み付け状態が緩むよ
うなことがない。したがって、Ｏリング２０によるシール性が棄損されず、コネクタ部４
内への不慮の漏水事故等の発生を未然に防止することができる。
【００３８】
　なお、コネクタ部４に対する送水口金８の取り付け構造は、図５に示される分解斜視図
にも図示されるように、送水口金８が送水口金取付座１４に直接螺合固定される（したが
って、押さえナット１９が設けられていない）点を除き、上述の吸引口金７の取り付け構
造と同じである。
【００３９】
　即ち、固定台１８に対する送水口金取付座１４の固定構造は、固定台１７に対する吸引
口金取付座１３の固定構造と全く同じである。したがって、その詳細な説明は省略する。
図５に示される１４ａは段差部、１４ｃは凹部である。
【符号の説明】
【００４０】
　４　コネクタ部
　７　吸引口金（外部配管接続口金）
　８　送水口金
　１１　吸引用内部配管（内部配管）
　１３　吸引口金取付座（口金取付座）
　１３ａ　段差部
　１３ｃ　凹部（回転阻止部）
　１３ｓ　雌ねじ部
　１５　吸引口金配置孔（口金配置孔）
　１７　固定台
　１９　押さえナット
　２０　Ｏリング
　２１　弾力爪
　２２　取付座嵌込孔
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